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所報タイトル「感謝」は所内で掲げる 

平成 20 年度の目標です。                                                                    

 

 
 

 

４月１日（火）平成２０年度入所式が当事務所会議室において執り行われました。 

本年は 新井勝代・小泉舞・深井香那 の女性３名が入所致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は所内研修を経て業務に就くこととなります。 

皆様のお目にかかることもあるかと思いますが、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

この所報のバックナンバーは弊所ホームページにて掲載しております。 



 

      

4 月 1 日 入所式において  

所長 小 林 政 氏 

 

新入所員の皆さん入社おめでとうございます。 

新たに３名の新人の方を迎えて事務所も一段と大きくなっ

た気がします。これからは小林合同会計の名に恥じないよう

にがんばっていただきたいと思います。 

まずは、学校と職場の違いを認識してもらいたいと思いま

す。当事務所は製造業ではなくサービス業です。自分がお客

様へのサービスの一端を担っているんだという意識を持って、

いかにお客様に満足して頂けるかを意識しながら働いて頂き

たいと思います。お客様に満足してもらうためには、まずもって常識をもった判断

をできるかどうかです。それは事務所のスローガンでもある「凡時徹

底」をいかに実行できるかです。挨拶をする、落ちているゴミを拾う、

身の回りの整理整頓をする、当たり前のことを当たり前にできるよう

に、それは相手に思いやりを持った行動につながります。是非皆さん、

常識のある、些細なことも大切にできる、思いやりのある人間になっ

てください。 

次に、おかしいなと思ったこと、これはこうしたらよいのではない

かと思うことは是非自分から直していってください。「箸よく盤水を廻す」という

言葉があります。満杯にしたたらいの水を、箸一本で廻しても最初は箸しか廻りま

せん。ところが、その箸を根気よく熱心に廻し続けますと、周囲の水が少しずつ廻

るようになります。さらに諦めずに廻し続けますと、輪が広がり､最後には盤水、た

らいの中の水全部が大きな渦になって廻るようになります。改善したいことは、ま

ずは自分から行動して、事務所をよりよい方向に変えていっていただきたいと思い

ます。 

 

 

小林合同会計事務所 

大川 修 

入社おめでとうございます。心より歓迎いたします。 

私が入所した頃から比べると、現在は所員の数が多くなり、また事務所の建物も

大きくなり、昔とは随分違う環境になりました。私の入所当時は女性所員の数も少

なく、主に監査課職員の補助的な仕事を行っていたというイメージですが、パソコ

ンの普及等に伴い、計算業務を事務所で行うようになってからは、女性所員の業務

も広がり、今となっては業務上、必要不可欠なパートナーとなっております。是非、

一日も早く事務所の雰囲気に慣れて、社会人としてのマナーを身に付けながら、成

長していって頂きたいと思います。 

今後とも宜しくお願いします。 

 

 

 

所   長   訓   辞 

～常識のある人間になってください～ 

新 入 所 員 歓 迎 の 言 葉 ① 



 

㈱小林合同会計 

澤田 和子 

本日は入所おめでとうございます。 

私が社会人として大切だと思うことをお話したいと思います。 

まずは「挨拶」です。所員同士の挨拶、お客様に対しての挨拶といろいろありま

すが、どんな時でも「大きな声ではっきり」と挨拶してみてください。きっとすが

すがしい気持ちで仕事に取り組めると思います。 

次に「相手への思いやり」です。仕事は決して一人ではできません。どんな人と

も協力し、またお互い歩み寄りながら仕事をしていくべきだと思っています。決し

て自分の言い訳ばかりを言うのではなく、まず「相手の言いたいこと」を聞いてか

ら行動すると、きっとスムーズに仕事ができると思います。また聞いてばかりでは

なく時には自分の意見をはっきりと言えるようになると尚よいでしょう。そうする

ことによって「相手への思いやり」が成り立つと思います。 

所員全員社会人として大事にしていることは各々だと思いますが、新入所員の皆

さんも社会人として何が大事かを早く見つけられるよういろいろな経験をしていっ

てください。失敗を恐れることなく、何事にも前向きな人へと成長してもらいたい

と思います。 

この初日の気持ち「初心」をいつまでも忘れることなく、しっかりと胸に刻み込

んで、今日から一緒に所員としてがんばっていきましょう。  

 

 

新新新   入入入   所所所   員員員   御御御   挨挨挨   拶拶拶   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

入所式を終えて、社会人となり色々と不安な気持ちで一杯です。 

焦らず少しずつ仕事に対して努力していきたいと思います。 

一日も早く社会人としてのマナーを身に付け、仕事も覚えていきたいです。 

一生懸命がんばりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 
 新しい生活、環境に期待や感動もありますが、それと同時に不安もあります。

不安な気持ちばかりが出て、失敗などしないように気をつけたいと思います。 

 社会人としての礼儀、マナーを早く身につけ、事務所の皆様やお客様の役に立

てるように頑張りたいと思います。 

 一日も早く一人前になれるように努力していきますので、どうぞよろしくお願

いします。 

 

新 井 勝 代 

小 泉 舞 

四月より働くことになりました、深井と申します。 

今までの学生生活から一転し、社会人としての第一歩を踏み出した今ですが、

周りの環境の変化に動揺しています。また、覚える事もたくさんあり、早く慣れ

たいと思うばかりです。一日でも早く仕事を覚え、皆様のお役に立てるよう、精

一杯頑張っていきたいと思います。 

 

深 井 香 那 

新 入 所 員 歓 迎 の 言 葉 ② 
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ま
だ
気
温
が
低
く
、
肌
寒
く
感
じ
る
日
が
あ
る
中
で
段
々
と
春
を
感
じ
る
事
が 

多
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
桜
や
土
筆
と
い
っ
た
植
物
を
見
て
『
春
だ
な
あ
』
と 

感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
新
一
年
生
や
新
入
社
員
ら
し
い
人
々
を
見
て
そ 

う
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
卒
業
ソ
ン
グ
を 

聞
く
と
春
を
実
感
し
ま
す
。 

往
年
の
名
曲
か
ら
は
松
任
谷
由
美
さ
ん
の
『
卒
業
写
真
』
や
海
援
隊
の
『
贈
る 

言
葉
』
、
イ
ル
カ
さ
ん
の
『
な
ご
り
雪
』
等
が
挙
げ
ら
れ
、
最
近
で
は
森
山
直
太 

朗
さ
ん
の
『
さ
く
ら(

独
唱)

』
等
も
あ
る
よ
う
で
す
。
年
代
に
よ
っ
て
意
見
が
分 

か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
ど
れ
も
名
曲
ば
か
り
で
学
生
時
代
を
思
い
出
さ
せ 

ま
す
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
曲
を
聴
い
て
い
る
と
、
今
ま
で
の
生
活
に
区
切
り
を 

つ
け
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
新
生
活
に
臨
も
う
と
い
う
気
持
ち
に
も
さ
せ
て
く
れ 

る
と
思
い
ま
す
。 

春
は
何
か
を
始
め
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
季
節
で
す
。
皆
様
方
も
春
の
訪
れ
を 

感
じ
た
暁
に
は
、
今
ま
で
躊
躇
っ
て
い
た
事
や
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
事
を 

思
い
切
っ
て
始
め
て
み
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広広広告告告募募募集集集のののごごご案案案内内内   

事務所通信 感謝 に掲載する企業広告を無料で募集しています。 

この事務所通信は、埼玉県県南及び東京都内を中心に毎月 ４５０

社以上の弊所関与先の皆様へ送付しております。 

随時募集しておりますので、企業ＰＲ、お店の宣伝等に是非お役立

てください。 

[ お問い合わせ先 ] 総務課 ＴＥＬ：（０４８）２５３－５６６８ 

         ＦＡＸ：（０４８）２５３－７６０８ 

[ 募 集 方 法 ]   広告原稿を毎月２０日までにＥ－ｍａｉｌでお願いします。  

 

 

 

  

 


